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胸
組
芙
佐
子
さ
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昨
年
九
月
八
日
、
本
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸
・
言
語
専
攻
博

士
課
程
の
院
生
で
し
た
胸
組
芙
佐
子
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。 

胸
組
さ
ん
は
、
こ
の
『
稿
本
近
代
文
学
』
に
つ
い
て
は
、
指
導
教
員
で
も
あ

っ
た
新
保
邦
寛
先
生
の
ご
退
職
号
の
い
っ
さ
い
を
取
り
仕
切
っ
て
く
だ
さ
り
、

ま
た
そ
の
後
も
編
集
部
の
中
心
と
な
っ
て
、
長
く
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
雑
誌
が
、
院
生
た
ち
の
研
鑽
の
場
と
し
て
今
も
し
っ
か
り
と
持
ち
こ
た
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
胸
組
さ
ん
が
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で

す
。
学
生
た
ち
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
修
了
生
や
教
員
か
ら
も
厚
く
信
頼

さ
れ
、
人
を
こ
ま
や
か
に
気
遣
う
こ
と
の
で
き
る
優
し
い
人
柄
で
し
た
。 

胸
組
さ
ん
は
、
歴
史
的
に
は
ま
だ
新
し
い
研
究
学
園
都
市
に
生
ま
れ
育
っ
た

最
初
の
世
代
で
も
あ
り
、
出
会
っ
た
頃
、
筑
波
大
と
の
縁
の
深
さ
を
話
題
に
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
理
系
重
視
の
特
殊
な
環
境
の
な
か
で
、
む
し
ろ
文

学
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
こ
の
上
な
い
喜
び
と
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
院
入
学
以
来
、
安
倍
公
房
の
文
学
と
思
想
に
つ
い
て
実

直
に
研
究
を
続
け
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
博
士
論
文
を
ま
と
め
よ
う
と
い
う
矢
先
の

こ
と
で
し
た
の
で
、
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
胸
組
さ
ん
の
研
究
へ
の
思

い
、
文
学
へ
の
情
熱
を
、
わ
た
し
た
ち
が
繋
い
で
い
け
る
よ
う
、
た
だ
願
う
ば

か
り
で
す
。 

思
い
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
芙
佐
子
さ
ん
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に

お
眠
り
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

馬
場 

美
佳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

胸
組
芙
佐
子
さ
ん
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

胸
組
さ
ん
は
先
輩
ら
し
い
先
輩
で
し
た
。
私
の
日
記
に
は
授
業
や
ゼ
ミ
で
胸

組
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
助
言
が
夥
し
く
残
っ
て
い
ま
す
。
「
扱
う
素
材
の

量
が
結
論
に
対
し
て
足
り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
「
引
用
す
る
用
例
が
序

列
化
さ
れ
て
い
な
い
」
。
発
表
者
が
事
前
に
共
有
し
た
テ
キ
ス
ト
を
ど
の
院
生

よ
り
も
丹
念
に
読
み
込
ん
で
く
る
の
も
胸
組
さ
ん
で
し
た
。
胸
組
さ
ん
の
存
在

に
助
け
ら
れ
た
院
生
は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
一
方
の
後
輩
た
ち
は
、

テ
キ
ス
ト
も
レ
ジ
ュ
メ
も
一
筋
縄
で
は
ゆ
か
な
い
胸
組
さ
ん
の
安
倍
公
房
の

発
表
に
質
問
を
す
る
と
き
、「
理
解
で
き
て
い
る
か
不
安
な
の
で
す
が…

…

」
を

枕
詞
に
す
る
の
で
、
胸
組
さ
ん
を
恐
縮
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。 

院
生
室
や
筑
波
大
学
日
本
文
学
会
の
仕
事
で
も
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

規
則
や
慣
例
を
よ
く
記
憶
な
さ
っ
て
い
て
、
不
審
点
が
あ
れ
ば
す
ぐ
教
え
て
く

だ
さ
り
ま
し
た
。
終
始
動
じ
な
い
態
度
に
救
わ
れ
る
思
い
が
し
た
こ
と
が
何
度

も
あ
り
ま
し
た
。 

新
潟
の
学
会
に
参
加
し
た
際
の
宴
席
で
、
小
野
不
由
美
の
小
説
が
好
き
と
い

う
共
通
の
趣
味
が
わ
か
っ
て
嬉
し
く
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
時

よ
う
や
く
日
本
で
翻
訳
さ
れ
た
劉
慈
欣
『
三
体
』
の
読
書
会
を
他
領
域
の
院
生

や
短
期
留
学
生
と
と
も
に
開
催
し
た
の
も
忘
れ
が
た
い
思
い
出
で
す
。 

ご
生
前
の
お
姿
を
偲
び
な
が
ら
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 堀

下 

翔 

   



 

 

編
集
後
記 

 
こ
こ
数
年
、
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
す
る
院
生
数
の
減
少
に
よ
り
、
掲
載
論

文
数
は
研
究
誌
と
し
て
刊
行
で
き
る
最
小
限
の
二
本
で
ど
う
に
か
維
持
し
て

き
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
昔
の
よ
う
に
、
多
く
の
論
文
を
掲
載
し
て
活
気
の

あ
る
誌
面
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
担
当
者
の
目
標
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
目
標
は
、
図
ら
ず
も
離
任
前
に
、
達
成
で
き
そ
う
な
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
院
生
の
論
文
三
本
に
加
え
、
修
了
生
の
論
文
二
本
も
預
か
っ
て
お

り
、
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
弱
の
大
冊
に
な
り
ま
し
た
。
編
集
作
業
に
か
け
る
時
間
は

倍
増
し
ま
し
た
が
、
や
り
が
い
も
そ
れ
以
上
に
増
え
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
今
年
は
嬉
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
任
の

胸
組
芙
佐
子
さ
ん
を
亡
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
胸
組
さ
ん
は
担
当
者
が
入
学

す
る
前
か
ら
編
集
部
の
仕
事
を
一
任
さ
れ
て
お
り
、
本
誌
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
編

集
上
の
注
意
点
な
ど
を
一
か
ら
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
担
当
者
が
引
き
継
い

で
か
ら
、
足
り
な
い
な
が
ら
も
今
ま
で
順
調
に
編
集
し
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と

は
、
胸
組
さ
ん
が
丁
寧
か
つ
詳
細
に
ご
指
示
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
今
回
の
よ
う
な
大
冊
が
で
き
た
こ
と
は
、
ま
ず
は
胸
組
さ
ん
に
報

告
し
た
か
っ
た
で
す
。
も
と
よ
り
さ
さ
や
か
な
喜
び
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
分
か
ち
あ
え
な
い
こ
と
は
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

本
集
が
、
天
国
に
い
る
胸
組
さ
ん
に
届
く
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。 

 

『
稿
本
近
代
文
学
』
編
集
部
一
同 

  

 

〈
第
四
六
集
執
筆
者
紹
介
〉 
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筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人
文
社
会
科
学
研
究
科 

文
芸
・
言
語
専
攻
日
本
文
学
領
域
五
年
次 

植
田
理
子 

 

淑
徳
大
学
非
常
勤
講
師 

（
二
〇
一
一
年
度
単
位
取
得
後
満
期
退
学
、
二
〇
二
〇
年
度
博
士
号
取
得
） 

章 
 

瑋 
 

筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人
文
社
会
科
学
研
究
科 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

文
芸
・
言
語
専
攻
日
本
文
学
領
域
五
年
次 

丸
山
絵
梨
奈 

筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人
文
社
会
科
学
研
究
群 

 
 
 
 

 
 
 

人
文
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
文
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
三
年
次 

服
部
訓
和 

 

日
本
大
学
商
学
部
准
教
授 

 
 

 

（
二
〇
〇
八
年
度
修
了
） 

  

今
回
、
査
読
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
は
以
下
の
と
お
り
で
す
（
名
前
順
）。 

王
菁
潔
（
二
〇
一
四
年
度
修
了
）
、
姜
惠
彬
（
二
〇
一
六
年
度
修
了
）、
佐
藤
元

紀
（
二
〇
一
四
年
度
修
了
）、
野
口
尚
志
（
二
〇
一
二
年
度
修
了
）、
馬
場
美
佳

（
二
〇
〇
三
年
度
修
了
）、
渡
邊
史
郎
（
二
〇
〇
二
年
度
修
了
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〈
投
稿
要
領
〉 

 

一
、『
稿
本
近
代
文
学
』
は
広
く
日
本
近
現
代
文
学
に
関
す
る
学
術
論
文
を
掲
載

し
ま
す
。 

一
、
項
目
は
、
「
論
文
」「
寄
稿
・
書
評
等
」
を
基
本
と
し
ま
す
。 

一
、
分
量
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
項
目
に
つ
い
て
も
と
く
に
規
定
を
設
け
ま

せ
ん
。
但
し
「
論
文
」
は
一
万
二
千
～
一
万
六
千
字
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

換
算
三
〇
～
四
〇
枚
）
程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。 

一
、
締
め
切
り
は
、
毎
年
度
十
二
月
末
で
す
。 

一
、
投
稿
を
希
望
す
る
項
目
名
を
指
定
の
上
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
編
集
部
ま

で
メ
ー
ル
・
郵
送
等
に
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
論
文
末
に
執
筆
者
の

ご
所
属
・
肩
書
等
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
つ
く
ば
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
「
そ
の

他
の
寄
与
者
」
欄
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
）。 

一
、「
論
文
」
に
つ
い
て
は
、
一
名
以
上
に
よ
る
査
読
を
行
い
、
掲
載
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。
査
読
に
つ
い
て
は
査
読
者
名
を
公
開
す
る
記
名
式
で
す
。
査

読
は
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
近
代
部
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
行
い
ま
す
。 

一
、
掲
載
に
あ
た
り
、
執
筆
者
に
よ
る
校
正
は
二
回
ま
で
と
し
ま
す
。 

一
、『
稿
本
近
代
文
学
』
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
管
轄
の
「
つ
く
ば
リ
ポ
ジ

ト
リ
」
に
よ
っ
て
公
開
し
ま
す
。
公
開
時
期
は
当
該
年
度
の
三
月
末
で
す
。

リ
ポ
ジ
ト
リ
上
で
の
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
、
英
文
タ
イ
ト
ル
、
要
旨
・
抄
録
の

公
開
も
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

一
、
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
編
集
部
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

連
絡
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筑
波
大
学
日
本
文
学
会
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『
稿
本
近
代
文
学
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編
集
部
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つ
く
ば
市
天
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波
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学
大
学
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人
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社
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科
学
研
究
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文
芸
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言
語
専
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
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公
開
サ
イ
ト
「
つ
く
ば
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内 

「
学
内
定
期
刊
行
物
（h

ttp
s://tsu

k
u

b
a.rep

o
.n

ii.ac.jp
/?

p
ag

e_
id

=
7

8

）
」→

「
稿
本
近
代
文
学
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稿
本
近
代
文
学
第
四
六
集 

二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
発
行 

 

筑
波
大
学
日
本
文
学
会
近
代
部
会 

〒
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茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科 

文
芸
・
言
語
専
攻
内 

馬
場
研
究
室 




